
P r o f i l e

岡空俊輔
S H U N S U K E  O K A S O R A

1965年生まれ。鳥取県米子市出身。

明治大学二部文学部文芸学科を８年かけて卒業。在学中、小説家を

夢見ながらも、先輩に誘われて吹付塗装業で起業。バブル経済下、

若さと体力に物を言わせながらガツガツ働く。25歳で方向転換し、

広告業界へ（まだ学生）。ご縁のあった制作会社でライター、ディレ

クターとして活動するも、バブル崩壊で会社が傾き、30歳で脱出

的に独立。以後、必要を母としてデザインを独学し、いつしかクリエ

イティブディレクターを名乗る。35歳で会社設立。規模も拡大し、

いい気にもなったが、幾多のしくじりを経て、40代半ばで自分の器

を知る。48歳の時「その声を活かせ」という人が現れて、歌や朗読

などの表現活動を行うようになる。50歳で再びフリーランス。「自

分の持っているものを活かす生き方をしよう」というコミュニティ

「タタンカ村」村長。クリエイティブに関するコンサル、制作活動の

傍ら、歌、演劇ほか、舞台での表現の機会を増やし、2023年から本

格的に演劇に打ち込む。2025年8月、村上武と演劇ユニット「天地

（あめつち）」旗揚げ。オリジナル作品の上演を開始。

【趣味など】バリトン。デザイン書道。XJR1300。登山。保護猫4匹。

【舞台】

2023.6 シャム猫のひげ企画『ばけもの屋敷に帰ろう』（新中野ワニズホール）

2023.11 シャム猫のひげ企画『11月のリンダ～ブスならいいのに』（喫茶リンダ）

2024.5 bijou company『夏の夜の夢』オーベロン役（南房総シェイクスピアシアター）

2024.8 二人芝居ユニット天地（あめつち）旗揚げ 第一回公演：短編5編（小金井スタジオ）

2024.11  劇団鋼鉄村松『ロケット・マン』アームストロング役（劇場momo）

2025.5 bijou company『お月さまへようこそ』（東高円寺K’sスタジオ）

2025.１ 天地第二回公演：短編5編（小金井スタジオ）

2025.6 シャム猫のひげ企画『人魚姫のせいじゃない』

2025.7 劇団青桜 第5回公演 『余春、夕凪、木枕、逃水。』（スタジオ空洞）

2025.9 天地第三回公演『狸穴坂の二匹の狸』（小金井スタジオ）

2025.11 シャム猫のひげ企画『お貧しい人々～金より金～』

2025.12 天地『狸穴坂の二匹の狸』再演（小金井スタジオ）

2026.1 しめりけマムシ倶楽部 第一夜『芽生え』（新宿眼科画廊スペース０）

2026.2 劇団盃月『Dramatic Slow Life』（秋葉原カフェトリオンプ）

2026.3 劇団鋼鉄村松 ガチゲキ3優勝作品

 『ヴェニス系ビジネスガール』公爵役（座・高円寺1）

 天地第四回公演『Good Dreamsうつし世はゆめ いとおかし』（イズモギャラリー）

 劇団盃月『灯の町』高柳役（シアターグリーンbase theatre）


